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東京大学木曽観測所で開発している超広視野高速 CMOS カメラ Tomo-e は 84 枚の CMOS センサを用いて約
20 deg2 の領域を最大 2Hz で読み出す能力を有する. Tomo-e のデータレートは最大で 760MB/s に達し, 一晩
の観測でデータ総量は約 27TByte/night となる. 高速 CMOS カメラとしての Tomo-e のパフォーマンスを最大
限引き出すためには, データの取得と同時に解析を遂行する必要がある. Tomo-e のバックエンド解析システムに
は, データ処理およびシステム間のデータ転送に関して 760MB/s を超える処理速度が要求される. 既に 2015 年
春季年会 (V217b) において, 我々は新たに開発したバックエンド解析システムのデータ処理速度が要求性能を満
たしていることを報告した. データ転送システムとしては冗長性を保ちつつ生成レートよりも高速にデータを輸
送することが要求される. 我々はカメラを駆動するマシンと解析を担当するワークステーションの間にバッファ
となるストレージを配置することで, 解析速度の変動に左右されずに, 安定してデータを処理できるシステムを設
計した. また, 各ユニットが最高の性能を出すために理想的なネットワークの構成について考察した. 本発表では
システムの構成と計測したパフォーマンスについて紹介する.


